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壮族に伝承された怪異物語
手 塚 恵 子
漢族の間で伝承されている梁山伯祝英台の説話が書承の形で現れた
のは，唐代の宣室志が初出であろうという
( 1 )
。梁山伯祝英台は宣
室志
( 2 )
に，次のように記されている。
英台は上虞の祝氏の娘で，男装して遊学し，会稽の梁山伯と同級生とな
った。山伯の字は處仁である。祝が先に帰郷し，その二年後に山伯が祝の
家を訪れ，祝が女子であることを知り，心を奪われてしまう。祝の父母に
祝との結婚を申し入れるが，祝は既に馬氏の息子の嫁になることが決まっ
ていた。山伯は鄞県の知事となるが病死し，鄮城の西に葬られる。祝が馬
氏に嫁ぐために，船で墓所を通りかかると，風が出て進むことができなく
なった。尋ねてみると山伯の墓があるという。祝が墓所に詣で号泣すると，
地が裂けたので，自ら飛び込んだ。このようにして祝氏もここに埋葬され
たのである。普の首相の謝安は，この墓を義婦塚であると奏上した。
この後も梁山伯祝英台は，各種の伝奇に記されたほか，説唱の
形で語られたり，演劇の形で演じられたり，民歌の形でうたわれた
( 3 )
。むろ
ん書承される以前の形態である口頭伝承としても伝承されており
( 4 )
，現在で
は中国の四大説話のひとつとされている。
本稿で取り上げるのは壮族の梁山伯祝英台で，掛け合いの形でうた
われた五言四句の壮語による山歌である。その筋書きは，おおよそ次の通
りである。
梁山伯は羅山の学堂へ進学しようとしていた。女が学堂へ行くことは認
められていなかったが，祝英台は家には他に男子がなく，文化的な素養の
無い者ばかりでは何かにつけて不便であると考え，男装して進学すること
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にした。途中山伯も同じ学校に進学することを知り，同行することにした。
師匠の妻はこの二人の仲のよいことを知り，同室に住まわせた。山伯の家
庭は貧しかったが聡明で，常に英台の勉学を助けていた。英台も何かわか
らないことがあると山伯に尋ねるようになり，いつしか山伯に恋愛感情を
持つようになった。英台がまだ卒業しないうちに，欲に目がくらんだ父親
が，英台を大金持ちの馬氏の息子に嫁がせることにし，重病であると偽っ
て，英台を実家に呼び戻す。このことを知った山伯は恋煩いから病を発し
死んでしまい，その墓は十字路に造られた。英台の花嫁行列がその場所を
通りかかり，英台が墓に詣でると俄に天がかき曇り，雷雨が降ると墓が開
いたので，英台はその中に飛び込み共に埋葬された。
両作品は千年以上の時間を隔てており，また言語も漢語と壮語という異
なるものであるが，男装した女子の進学，同級生との恋愛，女子の結婚に
よる恋愛の破綻，男子の死と埋葬，花嫁行列に生じた怪異といったモチー
フを共通して持っている。
テキストの構成
本稿の梁山伯祝英台は，1993年に広西壮族自治区武鳴県羅波街でう
たわれたものを筆者がテープに録音し，それを書き起こしたものである。
録音テープは地元の歌い手である蔣宏と韋使花によって，古壮字で書き起
こされるとともに，蔣宏と韋使花と韋星朗(現代壮文の制定者のひとり)と筆
者によって現代壮文で書き起こされ，さらにそれらに対応する漢字が付さ
れた。今回の原稿化にあたって筆者は，個々の古壮字を古壮字典
( 5 )
で確認し，
前述の現代壮文表記と比較検討しながら国際音標文字を記し，併せて日本
語訳をつけた。
本稿のテキストは一句が六文により構成されている。その表記は上から
順に( 1 )古壮字( 2 )現代壮文( 3 )国際音標文字( 4 )古壮字の類型( 5 )壮字
に対応する漢語( 6 )日本語訳である。
壮(チワン)語はチワン・トン語族チワン・ダイ語派に属する言語である
( 6 )
。
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発音や文法から見ればタイ語やラオス語に近接した言語である一方
( 7 )
，漢語
の影響も強く受けており，一般的な日常会話のなかで使われる単語の10%
が漢字から借用したものであるという
( 8 )
。
現代壮文は壮語を表記するためのラテン文字を用いた表記法であり，
1955年に制定され，1982年に公布された。壮語および現代壮文の解説書は
いくつかあるが，SILのスタッフによる壮漢英詞典
( 9 )
の記述が，要を得
ている。
古壮字は民間に流通する漢字系の書き言葉であり，その歴史は唐代にま
でgるという
(10)
。ベトナムのチュノムと同様に，六書を基本原理として造字
する。近年チュノムは古壮字の影響を受けて成立したという説が唱えられ
ている。
本稿では個々の古壮字の類型を表記する項目を設けている。類型は次の
ように，自作文字と借用文字の二代類型の下にそれぞれ四類型をおく八類
型(象形，指示，会意，形成，借音，借義，借音義，借形)とした。
自作文字 象形 具体的な事物を簡略に写したもの。
指示 抽象的な事物を表すもの。例えば壮字の は
坐るという意味になる。
会意 二つの漢字を意符として組み合わせて，新たな字を
作成したもの。例えば壮字の は天と上
を組み合わせたもので，上方という意味になる。
形成 二つの漢字からそれぞれ意符と声符を借り，新たな
文字を作成したもの。例えば壮字 は，意符であ
る出と声符である悪を組み合わせたもので，
出るという意味を持ち，oːk₃₅とよむ。声符に
悪が選択されたのは，漢字悪の古音の読みが
烏各切鐸韻(ak)(唐韻)であり，壮語の出
るという語の音 oːk₃₅に近接しているためである。
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借用文字 借音 壮語を漢語の音を借りて表す。仮借，万葉仮名的な
用法である。例えば漢字丕の古音は敷悲切
脂韻(ei)(集韻)であるが，その音は壮語の行
くという語の発音に paːi₂₄類似した音を持つので，
丕と書いて，行くという意味を表す。
借義 漢字の意味は借りるが，読み方は壮語のままのもの。
訓読み的な用法である。例えば漢字の家にあたる
語を壮語で ɤaːn₂₄という。そこで漢字の家を壮
字にそのまま用いて，ɤaːn₂₄とよみ家という意味
を表す。
借音義 漢字の意味と音を共に借りる。漢字嫁は嫁ぐ
という意味で，その発音は広韻では古切
禡韻である。壮字嫁は嫁ぐという意味で
ha₃₅と発音する。漢字から意味と音(古音)を借りた例
である。
借形 漢字の一部を取り去ったり，付け加えたりしたもの。
李方桂
(11)
のいう表意文字に近いもの。壮字 は漢字
の有の一部を欠落させたものを並べたものである。
有るべきものの中がないということから，無い
あるいは〜でないという意味になる。
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